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注： （１）*各学科に共通する教科「情報」の科目「情報Ⅰ」は、主として専門学科において開設される教科「商業」の科目「情報処理」により代替する。
（２）*「総合的な探究の時間」のうち２単位分は、主として専門学科において開設される教科「商業」の科目「課題研究」により代替する。
（３）　※「地域ビジネスと起業家」は学校設定科目とする。
（４）　△◇◆■▽▼は選択科目とし、各学年でそれぞれの中から１科目選択する。（▼＋は「地域ビジネスと起業家」1単位と他の２単位をセットで履修する）
（５）　「ビジネス・コミュニケーション」「ビジネス・マネジメント」「ビジネス経済」「原価計算」は２年次、３年次のどちらか一方のみで選択できる。
（６）　「論理・表現Ⅰ」は、少人数指導とする。
（７）　商業科２年次「財務会計Ⅰ」は習熟度別指導、総合情報科２年次「財務会計Ⅰ」、総合情報科３年次「電子商取引」は少人数指導とする。
（８）　３年次「総合実践」は学年一斉指導とする。
（９）　「自立活動」は、通級による指導であり、希望者のみ選択、増加単位として認定。

（10）　「日本語指導」は、学校教育法施行規則第８ ６ 条の２ に基づく特別の指導であり生徒の実態に応じて実施する。増加単位として認定。
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学科 商業科 総合情報科

学年 １ ２ ３ １ ２ ３
教
科 ３ ３ ３ １ １ １

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国
語

現 代 の 国 語 2 2

言 語 文 化 2 2

現 代 文 B 3

地理 歴史

数
学

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ

公民
公 共 2

論 理 国 語 2 2

文 学 国 語 2 2

3

2

地 理 Ａ 2 2

歴 史 総 合 2 2
日 本 史 Ａ 2

2

2 2 2 2

数 学 Ａ 3 3

政 治 ・ 経 済 3 3

保健 体育
体 育

2 2 3 2

2

生 物 基 礎 3 3

理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2

化 学 基 礎 2

2 3

3 3

保 健 1 1 1 1

外
国
語

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ 4 4

美 術 Ⅰ 2 2
芸
術

音 楽 Ⅰ 2 2

書 道 Ⅰ 2

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ 2 2

2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2

情報 情 報 Ⅰ ＊ ＊

家庭 家 庭 基 礎 1 2 1 2

１６～２２

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

商
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 3 2

課 題 研 究 2 2

総 合 実 践

普通科目小計 １８ １８～２１ １６～２２ １８ １８～２１

マ ー ケ テ ィ ン グ 2 3

2 2

ビ ジ ネ ス 実 務 3

ビ ジ ネ ス 経 済 2 2

ビジネス・コミュニケーション 3

ビ ジ ネ ス 経 済 応 用 3 3

商 品 開 発 2

ビ ジ ネ ス ・ マ ネ ジ メ ン ト 3 3

財 務 会 計 Ⅰ 3 3

経 済 活 動 と 法 3

簿 記 5 4

原 価 計 算 3 2 3 2

ビ ジ ネ ス 情 報 3 2

情 報 処 理 3 3

ソ フ ト ウ ｴ ア 活 用 2 4

※ 地 域 ビ ジ ネ ス と 起 業 家 1 1

電 子 商 取 引 3

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 3 3

家庭 子 ど も の 発 達 と 保 育 3 3

専門科目小計 １１ ７～１０ ７～１３ １１ ７～１０ ７～１３

（１） （１） （１） （１） （１）

総合的な探究の時間 １ * １ *

１ １
特別
活動

ホームルーム
週　　時　　数

１ １ １ １

（１）

単　 位　 数　 合 　計 ２９(31) ２９(31) ２９(31) ２９(31) ２９(31) ２９(31)

　自　　立　　活　　動 （１） （１） （１） （１） （１）
　日　本　語　指　導 （１）


